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プロフィール 

名前  …   レフト鈴木 

生年月日  …   1987年 12月 8日 

出身地 …   埼玉県 

サイズ …   178cm/65kg  

F27.5cm  

血液型 …   A型 

学歴 …   千葉大学 

特技 …   日本語検定１級 

語彙・読解力検定準 1級 
   

 

お笑いトリオ「くりおね」 

活動   

テレビ 

CX「日本語探 Qバラエティクイズ 

 それマジ！？ニッポン」 

EX「GURIGURI くりぃむ」 

チバテレビ「Girl’s Pop’n Party」 

チバテレビ「おは Yo!HI テンション」 
 

ライブ 

ニューカマーライブ 

 

(株)ワタナベエンターテインメント

 

 昨年、日本語検定１級に合格された、レフト鈴木さん（お笑いトリオ「くりお

ね」）。ワタナベエンターテイメントに所属し、芸歴５年目の鈴木さんは、お笑いラ

イブやテレビなどでコントや漫才を披露するほか、イベントの MC としても幅広く活

躍する、新進気鋭のお笑い芸人です。 

 鈴木さんが日本語に興味を持ったきっかけは、幼少期に両親から手渡された

『ドラえもんのことわざ事典』。「言葉って面白い」と夢中になりました。 

 幼少期から言葉に関心の高かった彼は、出来る限り言葉は丁寧に、間違った

言葉を使いたくないと考え、「それならば、ちゃんと勉強しようと思いました」。芸人

仲間に何か資格を取得すれば個性が出ると奨められたことを思い出し、日本語

関連の検定を調べ、日本語検定を見つけます。 

 日本語検定を受けると決めたときは、「そうは言っても日本語でしょ」と思ってい

た鈴木さんでしたが、いざ１級の過去問を見ると、「これは本腰を入れないと受か

らないと思いました」。平成 22年から 25年までの１級、２級の過去問を何度

も解き、分野別の問題集も全て解きました。それでも「語彙」「言葉の意味」の分

野が弱いと感じ、「今度は『新明解国語辞典』を『あ』から順に見ていって、知らな

い言葉をノートに全て書き出しました」。ノートは B５サイズで６冊に及び、四字

熟語をまとめたものや「公式過去問集」で知った語彙でびっしりです。 

「僕は書いて覚えるタイプなんです。外出先ではそのノートの、左半分を手のひら

で隠しながら暗記しました」。  

ライター  上村 雅代 
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去年、11月に１級を受検するまで、勉強期間は約１年間。合格通知と共に届く「個人カルテ」を見て、「これだけや

ってもまだまだ知らない言葉がある。まだまだ勉強したい」と更なる意欲を見せます。 

 芸人として芸を磨くのはもちろん、日本語関連の資格を取得し、日本語が得意な芸人として個性を出していきたい、と

鈴木さん。 

 実際、日本語検定１級合格がきっかけで、日本語のクイズ番組にも出演したといいます。大先輩俳優が率いるチーム

の一員としてクイズに参加した時のことを、「同じチームの先輩俳優の日本語力が凄かった。また、言葉に詳しいと、こん

なに説得力が出るのだと知りました」と振り返ります。 

 お笑いトリオ「くりおね」で、レフト鈴木さんはツッコミ役。よくツッコミは、お客さんに共感されなければならないと言われます

が、「そのためにはバチッと共感を得るためのフレーズをいっぱい持っていたいです」。 

「面白い人は、言葉の選び方が上手。豊かな言葉のストックを使いこなせれば、それだけ笑いのポイントを的確につかめま

す。僕は、言葉巧みにツッコめる芸人になりたいです」。 

 彼が目指すのは、テレビやラジオなどの媒体で活躍する芸人です。 

「テレビはさまざまな世代の人が見るもので、その影響力は大きい。特に『笑い』の影響力は大きいと思います。僕は人前

に立ちたいという志があるのですが、そこに立ったとき、影響力が大きいからこそ、言葉をしっかり学ぼうと思ったんです」。 

 将来は機会があればコラムも書きたいし、本や脚本の執筆にもチャレンジしたいそうです。引き出しの多い芸人として、

「色々なことが出来る人になりたい」と夢を語ります。一度、興味を持つと一心不乱にのめり込むタイプだという鈴木さん。

今は宅建（宅地建物取引主任者資格試験）にチャレンジしています。 

「宅建の勉強にも日本語力が生きていますし、日本語はすべての基礎になると思います」。 

 努力家、レフト鈴木さんの、今後の活躍から目が離せません。 
 

上村雅代（かみむら まさよ） プロフィール 

ライター。1980年８月７日生まれ。芥川賞作家・荻野アンナ氏の助手として働きながら文章の研鑽を積む。『大震災 欲と仁義』荻野アンナとゲリラ隊（共同通信社）

共著。現在、息子の育児奮闘中。 

芥川賞作家・荻野アンナさんの助手をつとめる傍ら、多くの作品をプロデュースし、最近では、人気アイドルグループＮＭＢ48のラジオ番組のシナリオを担当する等活躍

中。 


